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産前産後休業期間掛金免除申出書

組合員氏名 岳且合員詞 所），情同
号 （祁）諜名
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※ 
令和出産．I□I 年 月 日

出屈予定日
休 フリガナ

業へ 氏 名 生
に註
係1
る- 生年月1□1 令和 年 月 日 月IJ

窟刊」崖後休菜
庄的休暇間始1□1 茫後休畷終 了（予 ) l::J 

（予定）期「閏

令和 年 月 日 令和 年 月 日

上記のとおりの産前休暇開始1]及び届後休霰終了し1（出弘『前の場合は，屈後休暇終了

予定日）であることを：1·[「明する。
人事オII当者の面［明

令和 月 日直2)

証明者
官 職

氏 名 ⑲ 

囚家公務員共子組合江第100条の2の2の現応に甚づき，酋＇；前砥後休業を開始した日の屈する月からその両'-1泊産

後休業が終了する「Iの翌日の属する月の罰）］主での期間に係る共済掛金の免陥を希温する届を申し出まず。

又袖科学省共済組合 流詠大学 文部長殿

令和 隼 月

住 ）一
）

『

甲出者 氏 名

※ ※ 
担金免床期間 5t |坑ミI翡j女合月 令和 年 月 免除終了月 令和 年

（汀）： ］ 休業に係る子の構］は尻前洸：後休業に係る了を既に出汀し戸場合に記載してください」

2 「人事担当者の〖［「明」欄の記人は，当該庄前[[後休業を確認できる書1負勾0)写し（原本訂•明）を添付する
ことで記人に代えるごとができまず

3 ※「|］欄は記載しないでください

備考）］］糸氏の大きさは，日本工業規烙A4とするし

 

月


